
 

○ 組合員期間記入上の注意

※ 資格喪失年月日は、退職年月日の翌日を記入してください。

  
※該当項目をﾁｪｯｸしてください。

□ □ □

□ □ □

 
※該当項目をﾁｪｯｸしてください。

□

□

□ （ ～ ）

□

○特定警察職員等であった期間（該当者のみ、当該組合員期間を各階級別に再掲してください。）

上の者の地方公務員等共済組合法の組合員期間等は上記のとおり相違ないことを証明する。

職    名

※ 原本証明のある人事記録写しは、平成27年10月前の加入期間がある組合員のみ提出

　してください。

消防司令 平成10年4月1日 平成20年3月31日

階級
左記の階級の在職期間

自 至

消防士長 昭和51年1月1日 平成1年12月31日

消防司令補 平成2年1月1日 平成10年3月31日

自 至

他共済へ転出

消防副士長 昭和45年4月1日 昭和50年12月31日

その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

組
合
員
期
間

年    月    日停職処分を受けた

消防士 昭和42年4月1日 昭和45年3月31日

階級
左記の階級の在職期間

氏    名

所属機関の長

定年退職

任期満了

普通退職

　特定警察職員等とは、退職した時点又は退職共済年金受給権が発生した時点において、警察官
にあっては警部、皇宮護衛官にあっては皇宮警部、消防吏員にあっては消防司令、常勤の消防団
員にあっては副団長以下の階級であった者をいいます。なお、当該階級より上位の階級であった

者は一般組合員となりますので、この欄は記入不要です。     〔記入例〕

令和       年      月      日

年    月    日
給付制限事項

禁固以上の刑に処せられた

該当なし

懲戒処分によって退職した

組合員期間等証明書

資格喪失年月日（退職した日の翌日）

退職事由

資格取得年月日

死亡退職

所属所名組合員氏名 性  別 生年月日


